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＜連絡事項＞

· 10月10日（火）17：30～18：30までメモリアルホールにて「防災について」の

院内研修があります。講師は小泉彰さんです。ご参加お願いします。

· 10月11日（水）9：30～心電図検査予定となっています。

予定者・・・伊藤雄一様、上村みわ様、江刺家恵子様、小坂君子様、小比類巻昇様

　　　　　　駒木学様、坂本のり子様、坂本秀男様、佐々木淳様、津嶋イチ子様

　　　　　　十日市利喜様、法霊崎恵子様、三上勇様、吉田富秋様　　以上14名

・10月7日２０時頃管理棟５階ダムウェーダーの部分の火災報知器がなりました。

それは現在まったく使用されておらず、雨による漏電ではないかということです。漏電の場合、火災報知器を停止しなければとまらないため、現在火災報知器を切っている状態です。よって、本当に火災がおきていても火災報知器がなりませんので、修理が終了するまでいつも以上に巡回し、異常がないことを確認してください。

なお、病院の火災報知器の信号は南山苑でも同時に取りますので、南山苑の火災報知器もとまります。南山苑でも同様に巡回と申し送りをしっかりとしてください。三和電業と東複建設の方が状態を確認に来ています。月曜日に東複建設の方がもう一度点検に来るそうです。が、火災報知器の修理は火曜日以降になります。修理完了までは特に巡回と引継ぎをしっかりとして下さい。
・職員のインフルエンザ予防接種について、実施予定日は11／13（月）・14（火）・

　15（水）9:30～10:15　対象者は法人全職員です。以前、副反応症状を呈した方や

　卵アレルギーの方もおられる為、接種は任意とします。3日間のうち、接種日の希望

を取ります。

ｗｉｚファイル共有→委員会→病院感染対策管理委員会→2006年度→インフルエン

ザ予防接種→『接種希望日』のファイルに各自、希望する日を入力し、上書き保存

して下さい。また、アレルギー等で接種を見合わせる方はその旨を入力して下さい。

期限は10／31（火）までとなっています。問診表は病棟にあります。

・治療プログラム「料理教室」の企画書の決裁が降りましたので、各自企画書を確認

し把握しておいて下さい。

· ふれあい秋祭りについて、各部署の治療プログラム委員にご意見をお願い致します。

・洗濯した入浴マットは天気の日は、外の物干し場に干すようにして下さい。また、外に干せない場合は、洗濯ハンガーにかけ浴室の脱衣場に置くようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・三上　勇様～風邪症状あり、10／5（夕）よりＰＬ顆粒3×1　3日分処方されていま

したが、症状軽減されてきている為、飲み切り止めとなっています。

今後も風邪症状の観察と、手洗いうがいを徹底していきましょう。

＜週間予定＞

· 10月10日（火）～平　京子様ベンチ腫に大きめにスピール膏を貼ってください。

· 10月11日（水）～心電図検査予定9:30～

　　　　　　　　　　小比類巻　昇様14:00～第2診察室にてご家族面談予定

· 10月12日（木）～皮膚科診察　　

小坂Ｄｒ診察（大上　なみ様）

· 10月13日（金）～歯科診察（小坂　君子様）

　　　　　　　　　　モップ出し（黄色と白のモップを外し、洗濯場に持っていく）

＜学術進捗状況＞

・「長期入院患者様を抱えるご家族のニーズと治療展開する医療従事者とのギャップについて」学術の読み上げ原稿とパワーポイントを照らし合わせ、文章と時間の調整　考察・まとめについて話し合っています。

1） 全体的にどの場面でどのパワーポイントに行くのか読んでいる人が分かり難いのではないか？

2） ①現在病棟で療養されている患者様の年齢層が高い事が分かったがそれに

対して私たちがどうしていかなければならないか？

　　　　　②ご家族の自信の悩みとして「世話を続けるにあたって自分の健康面・体力面が不安、経済面が不安、福祉制度について分からない。」とあるが、その為に私たちはどうするのか？どうしていかなければならないか？

　　　　　③支援体制に知りたいと回答したご家族が多く、今後どのようにしていかなければならないのか？

　　　　　　等を、もう少し考察部分に含まれるようにする必要がある。

＜受け持ち患者ＮＣＰ評価・検討＞

· 村上　幸子様～10月8日（日）ご主人様の面会があり、穏やかに対応されています。

　　以前より表情や顔色も良くなったと喜ばれています。本人様より年内に家に帰って年を越したいという希望があり、その旨をご主人様に伝えると、本人の希望を叶えてあげたいのでお願いします。と話されています。現在、本人様は献立を考える事に対してだけは、まだ、はっきりと考える自信が無いと話されている為、担当スタッフと外泊の目的の意味や具体的に何について自信がないのか再度本人と確認し話し合っています。５月より外泊訓練を続けてスタッフと一緒に考えた献立は問題なく作る事が出来ています。スタッフと共に振り返りながら評価し、自信につなげられれば良い事を説明しています。その事で本人様も幾らか理解された様子が伺えられています。今月予定の外泊時（10／20～10／22）には、本人様にも今後家庭復帰に向けて、半分献立メニューについて考えて頂くように説明し了解を得ています。残りの半分は、今回のみ担当スタッフが提供する事とし、11月の外泊時には、すべて自分で考えられるように約束しています。また、家庭復帰後の過ごし方として、デイケア等利用する事を勧めていますが、ご主人様も同意されて協力的な姿勢が見られています。


































